


Ⅰ　 研究の成果　　（1000字 程度）

（図表 も含 めて分か りやす く記入の こと）

　ブ ロック コポ リマー により形成 され る集合体形成 の駆 動力 として静電相 互作用 に着 目

し、親水性 セグメン トと荷電性セ グメン トか らなるブロックコポ リマーの 自己集合化 によ

る、新 しい中空構造体PICsomeの 構築に成功 している。 ポ リィオンコンプ レックス（PIC）

形成 に起因 して得 られ るPICsomeは 、各ブロ ックコポ リマーを溶解 させた2つ の水溶液

を混合、撹絆するとい う有機溶媒を必要 としない簡便な方法で調製 され るとい う特徴 を持

っ。PICgomeは 、水溶液 中に溶存する分子 をPIC形 成時に内包する ことができ、それ と同

時 にPIC膜 がある種の半透過性 を示す ことを明 らかに してい る。このよ うな性質を利 用す

ることに よって、生体機能性高分子を用いたバイオ リアクターへの展開が考 えられ、モデ

ル タンパ ク質の一っ として、酸素結合能 を有する ミオグロビンを内包 したPICsomeを 創製

し、PICsomeを 用いた新 しい酸素 キャ リャ としての評価を行 った。

ミオ グロビン内包PICsomeの 調製および酸素結合能の評価

　 アニ オ ン性PEG－poly（aspartic acid） （PEG－P（Asp））溶液 に固体 の ミオ グロ ビンを溶解

させ 、 カチ オ ン性poly（5-aminpentyl aspartamide） （PEG－P（Asp－AP））溶液 と電 荷数 が 等

し くな る よ う混合 、撹枠 し、 ミオ グ ロ ビン内包PICsomeを 形 成 した 。溶 液 中の未 内包 の ミ

オ グ ロビ ンを除去後 、吸収 スペ ク トル を測 定す る と、ミオ グ ロ ビンに 特徴 的 な スペ ク トル

が観 察 され た （Fig.1（a） ）。 この溶液 にO2を 導 入す る とスペ ク トル が変化 し、 ミオ グ ロ

ビンへの酸素の結合が確認 され た。 さらに

その後、Arで バブ リングす ると、O2が 脱離

したスペ ク トルが得 られた （Fig.1（b,　c））

。 さらにタンパ ク質分解酵素である トリプ

シンが溶液 中に存在 してもPICsomeに 内包

された ミオグロビンは保護 され 、活性 を維

持す ることが見出 された。また これ らの変

化 はO2の 導入／除去に応答 して可逆的であ

り酸素の結合 ・脱離 が繰 り返 し起 こること

が明 らか となった。PICsomeの 特徴である膜

半透過性 を利用 してお り、バイオ リアクタ

ー材料 と しての有用性の高 さを示す結果 で

あるといえる。

Fig. 1 Electronic absorption of the solution 
of myoglobin loaded in the PICsome after removal 
of uncapsulated myoglobin from outer 
solution.






